
令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 中小企業支援 款 03 項 05 目 01 事業 001 整理番号 089

現担当課名 産業振興センター 係名 就労・経営支援係 連絡先 4114 昨年度 093
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和25年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 01 03 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

区内の中小企業者及びこれらで組織する団体、区内で創業を目指す
者

杉並区中小企業資金融資あっせん条例

杉並区中小企業資金融資あっせん条例施行規則

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○中小企業の経営の安定
○創業しやすい環境の整備

○区内の中小企業者及び団体の事業用資金に係る融資のあっせんを行う
。
○融資を実行した金融機関に対して利子補給を行う。
○区内の中小企業者及び団体、創業を目指す者に対して経営等に関する
相談・助言（創業・経営相談）を行う。
○区内で創業を目指す者に対し、創業スタートアップ助成や創業セミナ
ーを実施する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

融資あっせん件数 件
計画 1,000 1,000 1,000 1,000
実績 852 710 731 -

達成率 85.2% 71.0% 73.1% -

商工相談件数 件
計画 2,500 2,500 2,500 2,500
実績 1,746 1,990 1,883 -

達成率 69.8% 79.6% 75.3% -

成
果
指
標

金融機関貸付件数
件

計画 1,000 1,000 1,000 1,000
実績 565 543 564 -

達成率 56.5% 54.3% 56.4% -
分類 社会成果（課題）指標

利子補給金額
千円

計画 150,251 205,999 274,849 259,747
実績 165,965 183,367 187,911 -

達成率 110.5% 89.0% 68.4% -
分類 社会成果（課題）指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 486,390 530,993 420,011 2,159,317 343,012 344,486
実績額 407,386 382,954 326,466 829,505 304,555 -
執行率 83.8% 72.1% 77.7% 38.4% 88.8% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 21,795 38,264 37,544 37,431 46,041 47,058
実績額 46,511 33,122 35,268 38,674 49,796 -
執行率 213.4% 86.6% 93.9% 103.3% 108.2% -

上記以外の職員
予算額 15,400 18,140 11,025 12,873 9,518 9,286
実績額 26,992 18,375 12,873 13,325 9,379 -
執行率 175.3% 101.3% 116.8% 103.5% 98.5% -

総事業費
千円

予算額 523,585 587,397 468,580 2,209,621 398,571 400,830
実績額 480,889 434,451 374,607 881,504 363,730 -

(事業費+人件費) 執行率 91.8% 74.0% 79.9% 39.9% 91.3% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 2,943 0 0 0 0 0
実績額 2,703 0 0 0 0 -

① 執行率 91.8% - - - - -
国・都からの
補助金 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 270,555 149,449 136,441 495,178 0 -

② 執行率 - - - - - -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 2,943 0 0 0 0 0
実績額 273,258 149,449 136,441 495,178 0 -

(①+②+③) 執行率 9285.0% - - - - -
差引：
一般財源 千円

予算額 520,642 587,397 468,580 2,209,621 398,571 400,830
実績額 207,631 285,002 238,166 386,326 363,730 -

(総事業費-特定財源) 執行率 39.9% 48.5% 50.8% 17.5% 91.3% -

特記事項

　原油価格・物価高騰等の影響を受けている区内事業者に対し、区の中小企業資金融資のあっせん制度により融資を受けている事業者を対象
として、借換特例資金融資を実施しましたが、申請件数が想定より少なかったため、利子補給にかかる予算に執行残が生じました。

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 089

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

借換特例資金融資 234 件 13,454

中小企業資金融資利子補給 187,911

中小企業資金融資信用保証料補助 166 件 26,736

創業スタートアップ助成 62 件 13,666

その他（ 勤労者支援ほか ） 62,788

取組成果

　原油価格・物価高騰等の影響を受けている区内事業者のうち、区の中小企業資金融資のあっせん制度により
融資を受けている事業者を対象として、借換特例資金融資を実施しました。234件の融資あっせんを行い、融
資を受けた区内事業者の返済負担を軽減しました。
　創業スタートアップ助成は、より多くの事業者を対象とするため、令和6年10月以降の募集から申請条件の
見直しを行った結果、申請数の増加につながりました（家賃助成申請件数6件増、ホームページ作成助成申請
件数2件増）。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　原油価格・物価高騰等の影響を受けている区内事業者に対して借換特例資金融資を実施し、融資を受けた区
内事業者の返済負担を軽減することができましたが、実績が234件と当初の想定より少なかったことから、原
因を分析し、今後の施策検討に活かしていく必要があります。
　中小企業資金融資あっせん全体の合計件数は731件で昨年度から横ばいですが、そのうち、小規模事業者を
対象とした小規模企業小口資金融資の実績が428件となり、昨年度と比べて約93.4％増となりました。物価の
高止まりや金利の上昇、人材不足など、社会経済状況は今後も厳しい状況が続くことが予想されますので、小
規模事業者への支援を強化していく必要があります。
　そのほか、区内で創業する事業者に人気の高い、創業スタートアップ助成や創業支援資金に伴う信用保証料
補助などは、区内産業の発展のために今後も実施を継続していきます。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　令和7年度に創設した小規模事業者経営改善資金（マル経融資）の利子補助制度の申込件数は、6月までで
113件となっており、当初の想定を上回るペースとなっています。
　創業スタートアップ助成の令和7年度第1回（令和7年4月）の募集は、申込が多かった家賃助成の受付は締め
切ったものの、ホームページ作成助成は申込上限に達しませんでした。家賃助成を受けた事業者からは負担の
大きい事業所家賃の負担軽減ができて助かるなどの声が寄せられています。
　創業後のフォローアップとして、創業スタートアップ助成や創業支援資金、中小企業経営強化法に基づく特
定創業支援等事業などの区の支援を受けた事業者を対象としたセミナーを開催する予定です。

事業の方向性・改善策

　小規模事業者経営改善資金（マル経融資）の利子補助制度の申込状況を踏まえ、令和8年度当初予算の規模
を検討していきます。
　創業後のフォローアップセミナーの受講者へアンケート調査を実施し、参加事業者の要件である創業スター
トアップ助成や創業支援資金、特定創業支援等事業の実施効果を検証し、今後の事業の検討に活かしていきま
す。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

Ⅰ.事業コストの方向性の理由

　令和6年度末で借換特例資金の事業を終了したため、令和7年度は予算規模が縮小しましたが、国や都の動向
を注視しつつ、産業団体等からの意見や区内中小事業者からの声を踏まえて、必要な施策を検討していきます
。
　また、現在、区では申請手続きの電子化を進めていることから、ホームページから創業・経営相談の予約申
込ができる相談予約システムを構築します。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由
　令和6年度は原油・物価高騰等の影響を受けている区内事業者に対し、借換特例資金融資を実施しましたが
、想定したほどの申込はありませんでした。引き続き、社会経済状況や他区の動向等を踏まえ必要な支援を検
討します。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 商店街支援 款 03 項 05 目 01 事業 002 整理番号 090

現担当課名 産業振興センター 係名 商業係 連絡先 5347-9138 昨年度 094
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和63年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 03 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

商店会等

杉並区商店街チャレンジ戦略支援事業費補助金交付要綱

杉並区政策課題対応型商店街事業費補助金交付要綱

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○イベント助成等により商店街のにぎわいづくりを促進するととも
に、装飾灯LEDランプの交換や防犯カメラ設置の助成により、安全・
安心に買い物ができる環境を整備する。
○商店街を含めた地域一帯のにぎわい創出に向けて行う取組を支援
することにより、地域の活性化を推進する。

○商店街が実施するイベント事業経費を助成する。
○商店街の施設整備に要する経費を助成する。
○LED装飾灯のランプ交換・維持経費等を助成する。
○防犯カメラの設置・維持経費等を助成する。
○商店街マップ作成・情報化推進の事業の経費を助成する。
○商店街へ助言等を行うアドバイザーを派遣する。
○商店街が実施する未来を創る商店街支援事業経費を助成する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

商店街チャレンジ戦略支援事業費補助
（イベント事業）件数 件

計画 110 110 100 100
実績 56 75 86 -

達成率 50.9% 68.2% 86.0% -

装飾灯ＬＥＤ化及び防犯カメラ設置補
助商店街数 商店街

計画 12 7 8 6
実績 6 7 3 -

達成率 50.0% 100.0% 37.5% -

成
果
指
標

商店街のイベントに参加したことのあ
る区民の割合 区民意向調査による ％

計画 43 44 45 46
実績 33.7 35 39.3 -

達成率 78.4% 79.5% 87.3% -
分類 区民満足度指標

商店会加盟店舗数 年度末の杉並区商店会連合会加盟商店会の
店舗数 店

計画 5,700 5,800 5,800 5,800
実績 5,511 5,324 5,266 -

達成率 96.7% 91.8% 90.8% -
分類 社会成果（課題）指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 422,100 283,415 386,357 414,066 416,985 458,489
実績額 355,318 215,575 261,270 355,100 359,478 -
執行率 84.2% 76.1% 67.6% 85.8% 86.2% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 40,277 51,018 46,676 58,226 35,577 51,336
実績額 50,083 48,807 52,160 60,522 40,213 -
執行率 124.3% 95.7% 111.7% 103.9% 113.0% -

上記以外の職員
予算額 4,620 7,256 7,350 3,678 7,614 4,643
実績額 6,966 5,660 4,303 3,807 8,125 -
執行率 150.8% 78.0% 58.5% 103.5% 106.7% -

総事業費
千円

予算額 466,997 341,689 440,383 475,970 460,176 514,468
実績額 412,367 270,042 317,733 419,429 407,816 -

(事業費+人件費) 執行率 88.3% 79.0% 72.1% 88.1% 88.6% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 0 0 0 0 0 -
実績額 0 0 0 0 - -

① 執行率 - - - - - -
国・都からの
補助金 千円

予算額 42,379 101,085 147,668 173,238 179,544 176,383
実績額 246,092 73,604 91,338 144,604 148,618 -

② 執行率 580.7% 72.8% 61.9% 83.5% 82.8% -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 -
実績額 0 0 0 0 - -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 42,379 101,085 147,668 173,238 179,544 176,383
実績額 246,092 73,604 91,338 144,604 148,618 -

(①+②+③) 執行率 580.7% 72.8% 61.9% 83.5% 82.8% -
差引：
一般財源 千円

予算額 424,618 240,604 292,715 302,732 280,632 338,085
実績額 166,275 196,438 226,395 274,825 259,198 -

(総事業費-特定財源) 執行率 39.2% 81.6% 77.3% 90.8% 92.4% -

特記事項

商店街チャレンジ戦略支援事業費補助（イベント事業）件数は増加傾向にあるものの、商店街チャレンジ戦略支援事業費補助（活性化事業）
が計画の77.0％にとどまったことや、未来を創る商店街支援事業の一部事業を見送ったこと等により、執行率は86.2％となりました。

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 090

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

商店街チャレンジ戦略支援事業費補助（イベント事業） 86 件 140,456

商店街チャレンジ戦略支援事業費補助（活性化事業） 15 件 84,661

商店街防犯設備の整備等に対する補助 3 件 5,816

ＬＥＤ装飾灯のランプ交換に対する補助 199 件 5,860

その他（ 商店街装飾灯建設助成等 ） 122,685

取組成果

　商店街のにぎわいにつながるイベント事業を86件支援したほか、老朽化したアーケードや装飾灯をはじめと
する商店街施設の整備、インバウンド需要に対応した商店街の販売促進等の活性化事業15件を支援しました。
その他、安心・安全な商店街環境の整備を図るため、3商店街に計22台の防犯カメラの設置補助を行うととも
に、耐用年数を経過したＬＥＤ装飾灯のランプ交換に要する経費について、東京都の補助制度を活用し199件
の全額補助を行いました。また、コロナ禍や物価高騰により大きな影響を受けた商店街のにぎわいを取り戻す
ために、希望によりアドバイザー等を派遣し、イベント創設等の支援を行う「商店街トライアル事業」を令和
6年度から新たに実施し、イベント事業1件、活性化事業2件（商店街マップの作成、装飾灯フラッグの作成）
、個店連携事業2件（書店等による事業連携、古着屋マップの作成）の支援を行いました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　コロナ禍の影響により令和2年度には32件まで落ち込んだ「商店街チャレンジ戦略支援事業」のイベント実
施件数は、令和元年度の94件に対し、令和6年度は86件（前年度比9件増）まで回復し、令和2年度以降、順調
に推移しています。一方で、物価高騰の影響に加え、商店街の役員の高齢化や後継者不足により、活力が低下
している商店街も増加しています。こうした商店街のにぎわいを取り戻すため、令和6年度に区単独事業であ
る「商店街トライアル事業」を開始し、新規イベントの創設1件、商店街フラッグおよびマップの作成2件、同
業種の個店による連携事業2件の、合わせて5件に対して補助を行いました。今後も、各商店街が抱える課題を
丁寧に聞き取り、課題解決に向けた助言を行っていく必要があります。
　また、耐用年数を経過した199件のLED装飾灯のランプ交換に要する経費については、東京都の補助制度を活
用し、全額補助を行いました。さらに、3商店会に対して計22件の防犯カメラの増設・更新にかかる補助も実
施しました。令和6年度からは、電気料金の高騰を受け、商店街が設置する防犯カメラ1台当たりの電気料補助
の上限を月額300円から400円に増額しました。これらの取組により、安心・安全で環境にやさしい商店街づく
りを推進することができました。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

 令和7年度の商店街チャレンジ戦略支援事業（イベント事業）の申請件数は、「子ども応援事業」などの新規
メニューの追加や、昨年度から開始した「商店街トライアル事業」でイベントのノウハウを学んだ商店街が申
請したことにより、前年度実績より7件多い93件となっています。
　また、耐用年数を経過したLED装飾等ランプの交換予定件数は、前年度実績に比べて48件多い247件、また、
防犯カメラの新設・交換予定件数は前年度実績に比べて77件多い99件となる見込みで、安心・安全で環境にや
さしい商店街づくりが進んでいます。

事業の方向性・改善策

　物価高騰等により大きな影響を受けた商店街のにぎわいを取り戻すために、商店街のキャッシュレス化の推
進を図るとともに、商店街が独自にポイント還元率やポイント付与上限、事業者を決定し実施する「キャッシ
ュレスポイント還元事業」を創設しました。
　また、イベント等を行うことが難しい商店街が、商店街のPR動画をSNSでインフルエンサー等に発信しても
らい、来街者の増加を図ることを目的とした「ショート動画事業」を創設するなど、時代に即した支援を進め
ていきます。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

Ⅰ.事業コストの方向性の理由

　東京都の新規メニューとして、「未来商店街活力向上支援事業」（令和5年度に開始した「未来を創る商店
街支援事業」の後継事業）、「暑さ対策のスペース・設備の設置」及び、「商店街戦略的リノベーション支援
事業」が追加されたことから、希望する商店街が確実に実施できるよう東京都の補助金を有効に活用し、適切
な支援を行っていきます。
　こうした支援により、商店街の活性化を図っていきます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 現状維持

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由
　物価高騰の影響などを踏まえながら、引き続き商店街のにぎわいや活性化につながる事業の充実を図ってい
くきます。また、老朽化した商店街施設の更新等への支援を着実に進めていく必要があることから、引き続き
国や都の補助金等を活用しながら商店街の支援を行います。商店街で安全・快適に買い物ができる環境整備に
取り組んでいく中で、必要な改善を図っていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 アニメの振興と活用 款 03 項 05 目 01 事業 003 整理番号 091

現担当課名 産業振興センター 係名 観光係 連絡先 5347-9184 昨年度 095
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成12年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 05 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

区民、区外来館者、商店街関係者、アニメ産業関係者

杉並区立杉並会館条例

杉並区公式アニメキャラクター使用取扱要綱

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○杉並アニメーションミュージアムを軸に、区内アニメ制作会社の
コンテンツや区公式アニメキャラクター「なみすけ」等を活用し、
広域的に来街者を誘致し、商店街等の活性化やにぎわいの創出を図
る。

○杉並アニメーションミュージアムを運営する。
○アニメを活かした商店街等の振興を図る。
○区公式アニメキャラクター「なみすけ」のＰＲ、使用料の無償化によ
る商用利用を促進する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

杉並アニメーションミュージアムの年
間開館日数 日

計画 164 307 300 307
実績 161 297 299 -

達成率 98.2% 96.7% 99.7% -

「なみすけ」等の着ぐるみ延使用日数 日
計画 80 80 80 80
実績 51 54 62 -

達成率 63.8% 67.5% 77.5% -

成
果
指
標

杉並アニメーションミュージアムの年
間来館者数 人

計画 28,000 45,000 50,000 55,000
実績 39,124 57,291 49,342 -

達成率 139.7% 127.3% 98.7% -
分類 行政サービス成果指標

「なみすけ」使用承認件数
件

計画 80 80 80 100
実績 68 88 144 -

達成率 85.0% 110.0% 180.0% -
分類 行政サービス成果指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 84,022 90,056 86,449 102,678 107,009 117,258
実績額 81,854 84,390 84,047 100,036 105,319 -
執行率 97.4% 93.7% 97.2% 97.4% 98.4% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 20,923 20,407 20,023 19,963 20,090 29,946
実績額 26,274 25,196 23,706 23,523 30,630 -
執行率 125.6% 123.5% 118.4% 117.8% 152.5% -

上記以外の職員
予算額 3,080 3,628 3,675 3,678 3,807 0
実績額 3,628 3,675 3,678 4,759 0 -
執行率 117.8% 101.3% 100.1% 129.4% 0.0% -

総事業費
千円

予算額 108,025 114,091 110,147 126,319 130,906 147,204
実績額 111,756 113,261 111,431 128,318 135,949 -

(事業費+人件費) 執行率 103.5% 99.3% 101.2% 101.6% 103.9% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 0 0 1,500 1,500 1,950 2,500
実績額 0 1,500 1,851 1,966 2,804 -

① 執行率 - - 123.4% 131.1% 143.8% -
国・都からの
補助金 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 3,290 3,578 3,322 3,279 3,662 -

② 執行率 - - - - - -
その他の
補助金等 千円

予算額 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000
実績額 5,364 5,000 5,000 5,000 5,000 -

③ 執行率 107.3% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

特定財源
千円

予算額 5,000 5,000 6,500 6,500 6,950 7,500
実績額 8,654 10,078 10,173 10,245 11,466 -

(①+②+③) 執行率 173.1% 201.6% 156.5% 157.6% 165.0% -
差引：
一般財源 千円

予算額 103,025 109,091 103,647 119,819 123,956 139,704
実績額 103,102 103,183 101,258 118,073 124,483 -

(総事業費-特定財源) 執行率 100.1% 94.6% 97.7% 98.5% 100.4% -

特記事項

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 091

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

杉並アニメーションミュージアム運営業務委託 68,687

杉並アニメーションミュージアム建物維持管理委託 14,344

なみすけの普及 5,014

他区との連携事業 4,933

その他（ 杉並アニメーションミュージアム著作権更新、光熱水費の支出ほか ） 12,341

取組成果

　杉並アニメーションミュージアムでは、人気アニメコンテンツを活用した企画展の実施等を行いましたが、
来館者数は令和5年度から7,949人減の49,342人となりました。一方、外国人来館者数が増加傾向にある中、中
断していた企画展の多言語音声ガイドの更新を再開するなど外国人旅行者の更なる誘致につながる取組を実施
したことで、令和5年度から856人増の6,845人となりました。加えて、20代から50代の年齢層を対象とした企
画展を実施したことにより、北海道や沖縄などの遠方からの来館があるなど、広く情報発信することができま
した。
　また、広域的な取組として中野・杉並・豊島アニメ等地域ブランディング事業実行委員会による、「すぎな
みフェスタ」と連携したイベントを令和5年度に引き続き開催しました。参加者数は、人気アニメコンテンツ
の使用などで多くの参加のあった令和5年度から2,022人減の2,819人とはなりましたが、来館者に「アニメの
まち杉並」の魅力を発信することができました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　アニメが、世界に誇る日本の文化として国内外で高い評価を得ていることに伴い、多くの関心が高まってい
ることに加え、外国人旅行者の増加によるインバウンド需要も進んでおり、それらに対応するため当区におい
ても今後様々な取組を進めていく必要があります。杉並アニメーションミュージアムは、開設以来、展示の充
実や積極的な情報発信により、杉並の観光拠点として来館者数を増やしています。令和6年度は、令和5年度か
ら7,949人減の49,342人となりましたが、令和5年度の企画展『SPY×FAMILY』が予想を超える来館者数となっ
たことが減少の要因です。令和4年度の来館者数と比べると10,218人増となり、概ね年間目標数を達成してお
ります。加えて、外国人来館者数は令和5年度から856人増の6,845人となり、コロナ禍前の水準に回復しつつ
あります。また、20代から50代の年齢層を対象とした企画展を実施したことにより、東京都外の遠方からの来
館があるなど、広く情報発信することができました。今後も特定層をターゲットとした企画を実施するなど来
館者数を増やす取組を積極的に行っていきます。
　中野・杉並・豊島アニメ等地域ブランディング事業実行委員会の取組として、「すぎなみフェスタ」と連携
したイベントを令和5年度に引き続き開催しました。参加者数は、人気アニメコンテンツを活用することがで
きた令和5年度から2,022人減の2,819人となりましたが、今後も3区一体となった広域的な情報発信を行うとと
もに、アニメを活用した区内外からの誘客を図る取組を行っていきます。
　また、「なみすけ」の使用承認件数は、イベント数の増加等により令和5年度に比べ約1.6倍の144件となり
、目標数を上回ることができました。なみすけグッズフェアやイベント出演を通じて、さらなるキャラクター
認知度の向上、デザインの利用促進を図ります。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　令和7年4月～7月期における杉並アニメーションミュージアムの来館者数は人気コンテンツの企画展を開催
したことにより、令和6年度同時期に比べ約216％増加しています。一方、外国人来館者数は、例年に比べ多か
った令和6年度から733人減少となりましたが、外国人来館者数は依然高い数値です。杉並アニメーションミュ
ージアムが開館20周年を迎え、記念イベントとして、これまでの取組を紹介する特別展示や区内アニメ制作会
社と連携したＰＲ展を区役所で開催しました。8日間の開催期間で約5,000人の来場があり、アニメーションミ
ュージアムの認知度向上及び来館促進が図れました。中野・杉並・豊島アニメ等地域ブランディング事業実行
委員会では、「すぎなみフェスタ」と連動したイベントの開催に向けて、区内アニメ制作会社のアニメ作品等
のＰＲブースや東京工芸大学等の参加型ブースの設置、区内アニメ制作会社の紹介冊子の制作に向けて連携を
図り「アニメのまち杉並」を広く情報発信をしていく予定です。今後もアニメ産業の活性化と観光客の誘引に
繋がる魅力の発信に努め、杉並アニメーションミュージアムの来館者数を増やす取組を進めます。

事業の方向性・改善策

　外国人旅行者の増加によるインバウンド需要の急速な回復等により、杉並アニメーションミュージアムの来
館者数の更なる増加が予想されます。人気アニメコンテンツを活用した企画や常設展等の充実、区内アニメ制
作会社との連携による展示やイベント開催などにより、杉並アニメーションミュージアムの魅力を高める取組
を進めていきます。情報発信については、受託事業者と連携し、ＳＮＳを活用した効果的な発信を行い、認知
度を高める取組を進めます。
　また、「なみすけ」については、企業との連携イベントやグッズ販売などを積極的に行い、更なる認知度の
向上、利用促進を図ります。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

Ⅰ.事業コストの方向性の理由

　杉並アニメーションミュージアムの認知度を高め、来館者数を増やすため、魅力あるコンテンツを活用した
企画や区内アニメ制作会社と連携した展示、イベントの開催などに取り組むほか、常設展示や体験展示などの
充実、インバウンド向けの多言語対応の更なる対策、ＳＮＳ等を活用した効果的な情報発信を図り、全国に杉
並アニメーションミュージアムの魅力を発信することが引き続き必要となるため、既存事業の見直しを行いな
がら新たな事業を進めていきます。
　また、今後も中野・杉並・豊島アニメ等地域ブランディング実行委員会や区内アニメ制作会社などと連携し
、広域的な情報発信やイベントの開催に取組み、「アニメのまち杉並」の魅力を高め、地域のにぎわい創出を
継続していきます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由
　なみすけについて、グッズの販売が好調であり、企業との連携イベントでも集客が見込まれることから、こ
うした取組をより強化することで、さらなる認知度アップを図るとともに、来街者の増加やにぎわいの創出に
つなげていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 観光促進 款 03 項 05 目 01 事業 004 整理番号 092

現担当課名 産業振興センター 係名 観光係 連絡先 5347-9184 昨年度 096
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成26年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 04

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

区民、区外来街者（海外含む）、商店・事業者

中央線あるあるプロジェクト実行委員会規約

東京高円寺阿波おどり振興事業補助金交付要綱

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○杉並区の「良さ」「らしさ」を再発見し、地域の様々な資源を観
光コンテンツとして区の内外に広く発信することで、区外からの来
街者増を図り、持続的な「まちのにぎわい」や「商機」を創出する
。

○中央線あるあるプロジェクトを推進する。
○東京高円寺阿波おどりを支援する。
○すぎなみ学倶楽部を運営する。
○魅力発信事業を実施する。
○フィルムコミッションを運営する。
○図柄入り杉並ナンバープレートの周知・普及を図る。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

中央線あるあるプロジェクトＷＥＢ等
情報発信数

日本語及び外国語ＷＥＢ、Facebook、イン
スタグラムでの情報発信数 回

計画 309 316 240 230
実績 347 343 234 -

達成率 112.3% 108.5% 97.5% -

すぎなみ学倶楽部掲載頁数 ページ、コラム、なみすけインスタグラム
への掲載数 頁

計画 252 212 212 176
実績 252 212 212 -

達成率 100.0% 100.0% 100.0% -

成
果
指
標

共催イベント集客数 東京高円寺阿波おどり及び高円寺フェスの
来場者数 人

計画 213,000 1,220,000 1,220,000 1,220,000
実績 202,829 1,179,709 1,202,193 -

達成率 95.2% 96.7% 98.5% -
分類 社会成果（課題）指標

すぎなみ学倶楽部アクセス数
ページビュー数 件

計画 800,000 990,000 1,000,000 1,000,000
実績 988,506 909,296 944,910 -

達成率 123.6% 91.8% 94.5% -
分類 社会成果（課題）指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 62,869 60,049 59,122 58,539 59,510 60,424
実績額 51,538 56,211 58,877 58,432 59,107 -
執行率 82.0% 93.6% 99.6% 99.8% 99.3% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 40,103 39,114 38,378 38,263 38,507 29,946
実績額 45,831 45,052 45,832 35,242 36,363 -
執行率 114.3% 115.2% 119.4% 92.1% 94.4% -

上記以外の職員
予算額 3,080 3,628 3,675 3,678 3,807 9,286
実績額 3,628 3,675 3,678 3,807 8,915 -
執行率 117.8% 101.3% 100.1% 103.5% 234.2% -

総事業費
千円

予算額 106,052 102,791 101,175 100,480 101,824 99,656
実績額 100,997 104,938 108,387 97,481 104,385 -

(事業費+人件費) 執行率 95.2% 102.1% 107.1% 97.0% 102.5% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

① 執行率 - - - - - -
国・都からの
補助金 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

② 執行率 - - - - - -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 4,000 1,163 1,163 632 0
実績額 821 255 732 743 381 -

③ 執行率 - 6.4% 62.9% 63.9% 60.3% -

特定財源
千円

予算額 0 4,000 1,163 1,163 632 0
実績額 821 255 732 743 381 -

(①+②+③) 執行率 - 6.4% 62.9% 63.9% 60.3% -
差引：
一般財源 千円

予算額 106,052 98,791 100,012 99,317 101,192 99,656
実績額 100,176 104,683 107,655 96,738 104,004 -

(総事業費-特定財源) 執行率 94.5% 106.0% 107.6% 97.4% 102.8% -

特記事項

すぎなみ学倶楽部掲載頁数は、インスタグラム記事制作数を内容の充実を図るため月8本から月5本へ見直ししたことにより計画が減少してい
ます。

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 092

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

「にぎわい・商機」創出プログラム（中央線あるあるプロジェクト） 39,000

すぎなみ学倶楽部の運営 8,206

観光PR事業委託（魅力発信事業、デザインマンホール蓋制作委託） 5,445

観光事業補助（東京高円寺阿波おどり） 4,000

その他（ その他（観光PR（図柄入り杉並ナンバープレートの周知・普及ほか）） ） 2,456

取組成果

中央線あるあるプロジェクトでは、これまでと同様、WEBやSNSによる情報発信や、外国語マップの制作を行っ
たほか、新たに外国人に向けたPR動画や新規アニメフラッグの制作、武蔵野市と連携し学生と制作したパンフ
レットを活用した謎解きイベントを実施しました。また、すぎなみ学倶楽部では、荻外荘開園にあわせて区民
ライターが荻窪三庭園に関する記事を制作する等により、一年を通して944,910件のアクセスがありました。
東京高円寺阿波おどりは、ふれおどりを含めた来場者数が約98万人になりましたが、大きな事故もなく開催す
ることができました。魅力発信事業では、西武新宿線及び京王井の頭線沿線を含めた区内全域を対象にデジタ
ルスタンプラリーを実施し、5,343人の参加者があり、両路線沿いの魅力を発信することができました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　日本政府観光局（JNTO）の訪日外客数統計では、令和6年度は、訪日外客数が新型コロナウイルス感染症に
よる減少から回復し、年間で過去最高となる約3,600万人を超えています。こうしたインバウンド需要の急速
な回復に対応するため、観光客の区内への誘致を積極的に行う必要があります。
　令和6年度は、継続的に実施しているイベントの情報発信を行うとともに、新たなSNSの運用を開始し、時勢
にあった様々な情報や個店の紹介を行いました。「中央線あるあるプロジェクトWEB等情報発信数」は目標値
を下回りましたが、一方で、ユーザー数やアクセス数は着実に伸びていることから、今後、より効果的な発信
方法等を研究していきます。
　「共催イベント集客数」については、高円寺フェスでは、約22万人の来場者があり、また、東京高円寺阿波
おどりは、本大会前日のふれおどりを含め約98万人の来場があり、前年度より約2万人増加しました。
　すぎなみ学倶楽部では、荻外荘開園に伴い荻窪三庭園に関する記事を制作する等により、アクセス数が前年
度から35,614件増の944,910件となりました。引き続き「杉並ならでは」の魅力ある観光コンテンツを充実さ
せ、インバウンド需要回復の好機を捉え、区内全域の周遊につながるイベントやWEBを活用した積極的な情報
発信に取り組みながら、来街者を増やし、まちのにぎわい・商機を創出します。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　「中央線あるあるプロジェクト」では、昨年好評であった取組を引き続き実施することとし、事業者とのタ
イアップ企画として、あなたが魅つける「なみじゃない、杉並!」フォトコンテスト2025を令和7年5月から開
催しています。9月には渋谷で開催される写真展に出展し、イベントの周知や杉並の魅力を発信するほか、浴
場組合や、武蔵野市、JR東日本等との連携事業を秋の実施に向けて検討しています。また、外国人に向けた情
報発信として、繁体字版のSNSを4月から新たに開始し、海外現地でのPR施策として、東京高円寺阿波おどり台
湾公演にあわせて迪化街にある合勝堂で杉並区を紹介するイベントを開催しました。年度後半に向けては、区
内在住・来街する外国人の満足度の向上に資する事業の準備を進めています。「すぎなみ学倶楽部」では、戦
後80年を契機とする当時の杉並の様子を紹介する冊子を7月に発行しました。「魅力発信事業」では、令和7年
6月にプロポーザルにより選定した事業者による、西武新宿線及び京王井の頭線沿線を含めた区内全域の魅力
発信をアニメで発信することをコンセプトに、人気声優の声でめぐる街歩きイベントの開催に向けた準備を行
っています。

事業の方向性・改善策

　令和7年度は、訪日外国人旅行者数が今後も増加し続けることを見据え、杉並区の魅力を区外および国外に
向け、直接的な来街促進に資する観光情報の発信等を更に充実させる必要があります。実際の来街が期待でき
るイベントの実施や、ウェブおよびSNSで効果的に魅力を発信していくため、「中央線あるあるプロジェクト
」の実行委員や「すぎなみ学倶楽部」の区民ライター等との十分な意見交換を踏まえ、新たな発信方法を模索
した上で「杉並」の魅力を発信します。また、「魅力発信事業」については、JR中央線沿線の魅力発信に加え
、西武新宿線及び京王井の頭線沿線を含めた区内全域のに回遊性を高め、観光客誘致によるまちのにぎわい創
出につながる取組を進めます。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

Ⅰ.事業コストの方向性の理由

　令和7年度に実施する事業の実績報告書や効果測定を分析した上で、引き続き、官民連携で取り組む「中央
線あるあるプロジェクト」や区民ライターが企画・取材をし、杉並の魅力を紹介する、杉並区の公式ウェブサ
イト「すぎなみ学倶楽部」を通じて、杉並区の魅力を発信していきます。また、「魅力発信事業」では、中央
線沿線の魅力発信に加え、西武新宿線や京王井の頭線沿線も取り上げることで、区内全域のにぎわい創出や集
客の促進につなげます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由
　直接的な来街促進に資する観光情報の発信等を更に充実させる必要があるため、「中央線あるあるプロジェ
クト」の実行委員や「すぎなみ学倶楽部」の区民ライター等との十分な意見交換を行いながら、新たな手法を
用いてウェブおよびSNSでより効果的に魅力を発信することで、コストを上げることなく、にぎわい創出等に
つながる取組を進めていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 産業商工会館維持管理 款 03 項 05 目 01 事業 006 整理番号 094

現担当課名 産業振興センター 係名 管理係 連絡先 4112 昨年度 098
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和40年度 分野 02 施策 08 計画事業

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 施設維持管理
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

区内産業団体、区民等

地方自治法第244条

杉並区立産業商工会館条例

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○杉並区の産業振興を目的とし、区内産業団体等に商品展示場・会
議室等を提供する。 ○産業商工会館を適切に維持管理する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -
計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -

成
果
指
標

計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -
分類

計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -
分類

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 47,578 51,739 50,017 52,512 56,553 58,977
実績額 45,373 50,510 49,274 50,851 55,393 -
執行率 95.4% 97.6% 98.5% 96.8% 97.9% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 4,359 4,252 3,337 3,158 6,660 10,089
実績額 5,102 4,172 4,076 6,600 6,694 -
執行率 117.0% 98.1% 122.1% 209.0% 100.5% -

上記以外の職員
予算額 0 726 735 0 0 0
実績額 0 735 736 0 0 -
執行率 - 101.2% 100.1% - - -

総事業費
千円

予算額 51,937 56,717 54,089 55,670 63,213 69,066
実績額 50,475 55,417 54,086 57,451 62,087 -

(事業費+人件費) 執行率 97.2% 97.7% 100.0% 103.2% 98.2% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 5,040 4,326 4,431 4,455 4,912 4,892
実績額 2,446 3,664 4,949 4,836 4,831 -

① 執行率 48.5% 84.7% 111.7% 108.6% 98.4% -
国・都からの
補助金 千円

予算額 0 0 0 0 0 55
実績額 458 0 0 0 0 -

② 執行率 - - - - - -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 -
実績額 0 0 0 0 - -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 5,040 4,326 4,431 4,455 4,912 4,947
実績額 2,904 3,664 4,949 4,836 4,831 -

(①+②+③) 執行率 57.6% 84.7% 111.7% 108.6% 98.4% -
差引：
一般財源 千円

予算額 46,897 52,391 49,658 51,215 58,301 64,119
実績額 47,571 51,753 49,137 52,615 57,256 -

(総事業費-特定財源) 執行率 101.4% 98.8% 99.0% 102.7% 98.2% -

特記事項

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 094

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

産業商工会館運営業務委託 1 所 35,054

産業商工会館建物維持管理委託 1 所 15,659

光熱水費の支出 1 所 2,399

施設設備修繕 2,032

その他（ 消耗品購入ほか ） 249

取組成果
　令和6年度の施設利用実績は4,003回となり令和5年度の4,065回と比べ微減しましたが、産業登録団体の利用
実績はについては昨年度に比べ約3％増加し、905回となりました。また、施設の老朽化に伴い設備等の不具合
が発生したため、汚水槽水位センサー取替、展示場室内のブラインド交換及び和室の新畳入れ替えなど、施設
利用者に不便が生じないよう、営繕課や運営業務受託者と連携し修繕を行いました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　令和7年6月に実施した利用者アンケートによる満足度が、令和6年11月の88.1％に比べ0.1ポイント微増し
88.2％となりました。施設全般の管理に関して上昇していますが、電話対応については7.6ポイント減少した
ので、あらためて電話対応研修の実施等が必要です。
　また、WI－FIの設置については、都補助金を活用し設置の準備を進めており、11月に運用を開始する見込み
です。

事業の方向性・改善策 　施設が老朽化しているため給排水設備やドア等の劣化が生じていますが、日常点検を丁寧に行うことで不具
合を早期に発見し、利用者に不便が生じないよう適切に対処します。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

Ⅰ.事業コストの方向性の理由 　施設の湧水用水道メーターが計量法による法定交換時期に当たるため、必要な経費を精査し計上します。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由 　施設が老朽化しているため設備等の劣化が生じていますが、必要な機器の交換等を適切に行うとともに日常
点検を丁寧に行い施設維持管理を適切に行っていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 農業の支援・育成 款 03 項 05 目 02 事業 002 整理番号 096

現担当課名 産業振興センター 係名 都市農業係 連絡先 ５３４７－９１３６ 昨年度 101
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和26年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 06 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

一般区民、農業者、農業者団体

杉並区営農活動支援補助金交付要綱

杉並区農業体験農園に対する援助等に関する要綱

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○地産地消事業の推進・拡充
○営農支援・保全策の充実
○都市農業についての区民理解の向上

○地産地消推進連絡会の運営を行う。
○営農活動支援費の助成を行う。
○農業体験農園の開園・運営に関する助成を行う。
○防災兼用農業用井戸の設置に伴う助成を行う。
○草花植木野菜等展示即売会を開催（春・秋）する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

農家戸数 農地台帳上の区内農家戸数 戸
計画 125 121 119 119
実績 121 119 119 -

達成率 96.8% 98.3% 100.0% -

区主催即売会実施日数 草花植木野菜等展示即売会（春・秋） 日
計画 3 3 3 3
実績 3 3 3 -

達成率 100.0% 100.0% 100.0% -

成
果
指
標

農地面積
農地台帳上の区内農地面積 ｈａ

計画 37.7 37.4 36.2 36.2
実績 37.4 36.2 36.2 -

達成率 99.2% 96.8% 100.0% -
分類 社会成果（課題）指標

区主催即売会売上金額 草花植木野菜等展示即売会（春・秋）売上
金額 千円

計画 1,800 1,800 1,800 2,300
実績 1,955 2,363 2,460 -

達成率 108.6% 131.3% 136.7% -
分類 利用者満足度指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 32,310 30,447 26,910 30,912 30,171 33,410
実績額 18,125 16,018 15,151 20,386 20,243 -
執行率 56.1% 52.6% 56.3% 65.9% 67.1% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 11,333 12,755 12,515 12,477 16,742 17,112
実績額 12,755 12,515 15,638 19,756 17,625 -
執行率 112.5% 98.1% 125.0% 158.3% 105.3% -

上記以外の職員
予算額 4,620 5,442 5,513 5,517 5,711 4,643
実績額 5,442 5,513 5,517 5,863 8,311 -
執行率 117.8% 101.3% 100.1% 106.3% 145.5% -

総事業費
千円

予算額 48,263 48,644 44,938 48,906 52,624 55,165
実績額 36,322 34,046 36,306 46,005 46,179 -

(事業費+人件費) 執行率 75.3% 70.0% 80.8% 94.1% 87.8% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

① 執行率 - - - - - -
国・都からの
補助金 千円

予算額 5,571 5,707 2,853 7,523 2,853 4,100
実績額 5,000 0 0 4,245 0 -

② 執行率 89.8% 0.0% 0.0% 56.4% 0.0% -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 5,571 5,707 2,853 7,523 2,853 4,100
実績額 5,000 0 0 4,245 0 -

(①+②+③) 執行率 89.8% 0.0% 0.0% 56.4% 0.0% -
差引：
一般財源 千円

予算額 42,692 42,937 42,085 41,383 49,771 51,065
実績額 31,322 34,046 36,306 41,760 46,179 -

(総事業費-特定財源) 執行率 73.4% 79.3% 86.3% 100.9% 92.8% -

特記事項

事業費の実績額減の主な理由は、令和5年度はハウス栽培における温室効果ガス削減事業を行ったが、令和6年度はなかったため。
防災兼用農業井戸及び農業体験農園の新規開園などの実績がなかったため執行残が生じました。

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 096

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

営農活動支援費の補助 24 件 9,941

農業体験農園の開園・運営に関する助成 1 件 410

企業的農業経営者集団補助 5 件 1,275

その他（ 農業情報誌「杉並農人」発行ほか ） 8,617

取組成果

　営農活動の支援として、農業体験農園の運営助成を1件、企業的農業経営集団活動支援助成を5件行ったほか
、農業者等からの意見を踏まえ、営農活動支援補助制度を拡充し24件の助成を行いました。また、農業ボラン
ティアの登録数も14名増加し、62名となりました。さらに、地産地消を推進するため、区主催の即売会の開催
や学校給食「地元野菜デー」を7月、12月に全区立学校において実施するとともに杉並産農産物の学校給食へ
の提供を一層推進するためモデル校2校を選定し、学校給食で利用する野菜の調整・配送等を試行実施しまし
た。その他にも、農業情報誌「杉並農人」「農産物直販マップ」や東京都エコ農産物の認証取得農業者を紹介
するリーフレットを発行しました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　営農活動支援補助制度の拡充など、都市農業の維持・継続のため施策推進に努めるものの農家戸数及び農地
面積は、高齢化や後継者不足問題などにより年々減少を続けており、令和7年3月31日時点の農地面積は36.2ha
、農家戸数は119戸となっています。引き続き、農地の保全や農業人材の確保を図るため、農業者の意向やニ
ーズを的確に把握し、都市農地貸借等の農地制度や、農業ボランティアの活用に関する事業の周知及び制度の
利用勧奨を行っていく必要があります。
　ＪＡや関係団体との連携を強化し、即売会の開催や情報誌の発行などを通じ、都市農地の必要性についての
区民理解の促進を図るとともに、「地元野菜デー」の全校実施など地産地消を一層推進していく必要がありま
す。また、令和6年度にモデル校2校で試行実施した学校給食への杉並産農産物利用拡大に向けた取組では、配
送や作物の収量の課題等を整理し、令和7年度以降の取組に向けて検討を進めます。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　営農活動支援補助金について、農家の営農状況やニーズを踏まえて対象項目を増やしたこともあり、昨年度
を上回る31件の農家への経営支援を行いました。また、農業ボランティアの養成・登録を進め、30名以上のボ
ランティアを農業者にマッチングし、農業者の人的支援を行いました。
　「地元野菜デー」については、昨年度に引き続き令和7年7月に全区立学校にて実施し、この際発生した課題
等を整理しながら12月の実施に向けて準備を進めます。また、教育委員会や関係団体と連携を強化し、地産地
消推進連絡会において、学校給食に杉並産農産物をより活用していく仕組みについての検討を行い、地産地消
を推進しています。

事業の方向性・改善策

　営農活動支援補助金の助成などにより、農業経営の安定化を図るとともに、高齢化や後継者不足に悩む農業
者と農業ボランティアのマッチングを推進することにより、人材の確保に努め、都市農地の保全を図ります。
また、教育委員会や関係団体との連携を強化し、引き続き「地元野菜デー」の全区立学校での実施を継続する
とともに、杉並産農産物の学校給食への利用拡大に向けての検討を進め、更なる地産地消を推進していきます
。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

Ⅰ.事業コストの方向性の理由

　都市農地を保全していくためには、農業の担い手の確保が喫緊の課題であるため、都市農地貸借法等による
貸借制度の周知を図るとともに、農業ボランティアバンクの登録者を充実させ、農業者と農業ボランティアの
マッチングを着実に進めていきます。
　また、環境への負荷の低減等が図られる地産地消を推進するため、即売会の拡充や教育委員会及び農業関係
団体と連携した「地元野菜デー」の全区立学校における継続実施に向けて取り組むとともに、杉並産農産物の
学校給食への利用拡大の令和8年度本格実施に向けた検討を進めていきます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由
　農地貸借や農業者と農業ボランティアのマッチングを推進するため、より分かりやすいチラシ等を作成する
など周知を積極的に行っていきます。また、杉並産農産物の学校給食への利用拡大を図るため、教育委員会や
農業者等と調整・連携を図りながら、本格実施に向けて事業の改善を図っていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 都市農地確保 款 03 項 05 目 02 事業 003 整理番号 097

現担当課名 産業振興センター 係名 都市農業係 連絡先 ５３４７－９１３６ 昨年度 102
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和49年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 06

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

区民農園：利用抽選に当選した世帯・団体（利用承認された教育又
は福祉を目的とする団体）
農福連携農園：利用抽選に当選した団体（利用承認された教育又は
福祉を目的とする団体）

特定農地貸付に関する農地法等の特例に関する法律

杉並区特定農地貸付規程

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○農園の区画提供による都市農業への理解喚起
○農地面積の維持による緑地の保全
○農地の多面的機能の発揮と理解促進

○区民農園：農業者等から提供された農地を区が管理し、区民農園とし
て区民に野菜づくりや園芸を楽しむ機会を提供する。
○農福連携農園：農地を活用し、農業と福祉の連携事業として農産物、
農作業通じて障害者等のいきがいづくり・健康増進などを図る。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

貸出区画数 区民農園貸出区画数（世帯用） 区画
計画 629 832 802 793
実績 629 802 802 -

達成率 100.0% 96.4% 100.0% -

農園利用団体数 貸出区画利用障害者施設等団体数 団体
計画 11 11 11 12
実績 11 11 11 -

達成率 100.0% 100.0% 100.0% -

成
果
指
標

区民農園の面積
区が維持管理している区民農園面積の合計 ｈａ

計画 1.1 1.5 1.5 1.5
実績 1.1 1.5 1.5 -

達成率 100.0% 100.0% 100.0% -
分類 行政サービス成果指標

団体利用農園活動実績
団体利用農園活動回数 回

計画 250 340 340 300
実績 337 294 293 -

達成率 134.8% 86.5% 86.2% -
分類 利用者満足度指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 156,272 69,331 41,256 84,701 55,242 54,811
実績額 149,908 65,810 39,973 82,596 51,649 -
執行率 95.9% 94.9% 96.9% 97.5% 93.5% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 14,821 12,755 12,515 12,477 12,557 17,112
実績額 17,431 12,515 15,638 19,756 17,112 -
執行率 117.6% 98.1% 125.0% 158.3% 136.3% -

上記以外の職員
予算額 4,620 5,442 5,513 5,517 5,711 4,643
実績額 5,442 5,513 5,517 5,863 8,311 -
執行率 117.8% 101.3% 100.1% 106.3% 145.5% -

総事業費
千円

予算額 175,713 87,528 59,284 102,695 73,510 76,566
実績額 172,781 83,838 61,128 108,215 77,072 -

(事業費+人件費) 執行率 98.3% 95.8% 103.1% 105.4% 104.8% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 4,403 4,396 4,430 5,318 5,664 5,680
実績額 4,447 4,456 4,408 6,202 5,702 -

① 執行率 101.0% 101.4% 99.5% 116.6% 100.7% -
国・都からの
補助金 千円

予算額 0 0 0 0 0 50
実績額 0 0 0 17,512 0 -

② 執行率 - - - - - -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 4,403 4,396 4,430 5,318 5,664 5,730
実績額 4,447 4,456 4,408 23,714 5,702 -

(①+②+③) 執行率 101.0% 101.4% 99.5% 445.9% 100.7% -
差引：
一般財源 千円

予算額 171,310 83,132 54,854 97,377 67,846 70,836
実績額 168,334 79,382 56,720 84,501 71,370 -

(総事業費-特定財源) 執行率 98.3% 95.5% 103.4% 86.8% 105.2% -

特記事項

事業費の実績額減の主な理由は、令和5年度井草区民農園開設整備事業を行ったが、令和6年度はなかったため。

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 097

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

区民農園維持管理委託 8 所 21,967

農福連携農園管理委託 1 所 26,235

その他（ 事務経費ほか ） 3,447

取組成果

　区民農園7園833区画（世帯貸802区画、団体貸31区画）の貸付を実施するとともに、3年に一度の区民農園の
一斉募集を行い、令和7年3月からは世帯貸793区画、団体貸40区画の合計833区画の貸付となりました。また、
上井草二丁目団体利用農園では、区内の小学校や保育園等延べ52団体1,635名の収穫体験を実施するとともに
、栄養士及び農業者と給食食材等に関する検討会を行いました。農福連携農園では、障害者施設や子ども食堂
への食材提供を37団体に対し延べ300回行うとともに、不登校状態にある区内生徒や認知症高齢者グループホ
ーム利用者の活動が新たに行われました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　区民が農に親しむことができる場を拡充に努めているものの、収穫体験等のイベントの応募者数は増加して
おり、また、区民農園の一般区画の応募倍率は2.2倍になる等、農にふれあう機会の需要は高まっています。
　農福連携農園においては、障害者施設や就労支援センターなど11団体への区画貸出や障害者・高齢者等のい
きがい創出の機会の提供、さらに区民ボランティアの活用や地域との連携事業などを継続して実施し、都市農
業・農地保全の大切さについてさらなる区民の理解促進を図る必要があります。また、利用団体や区民の利用
も増えてきていることから、給水器の設置など熱中症対策を講じる必要があります。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　区民農園の一斉募集を行い、令和7年3月から新たな利用者による区民農園の利用が始まりました。利用方法
の指導や農園パトロールを強化し、適切な利用を促しています。また、上井草二丁目団体利用農園では、引き
続き保育園や小学校の収穫体験を実施し農業体験の場の確保に努めています。
　農福連携農園では、障害者施設や子ども食堂に食材提供し運営を支援しました。また、障害者施設等の12団
体に対して農園の区画を貸し出すほか、野菜苗等を提供し、施設内においても農園でのノウハウを活用し育成
してもらうことで、来園が困難な施設利用者に対して農にふれあう機会を創出しています。その他、さざんか
ステップアップ教室と連携し、農作業体験を通して小学生児童の学びの場を提供しています。

事業の方向性・改善策

　区民農園の、適切な運営管理方法を検討するため、他自治体の先行事例等を調査していきます。
　農福連携農園については、引き続き、障害者施設や子ども食堂に食材提供等の運営を支援するとともに、障
害者施設等へ農園の区画を貸し出し障害者などのいきがい創出や健康増進を図っていきます。その他、新たに
障害者施設と連携し、杉並産野菜を活用した加工食品を製造するなど障害者の方の新たなやりがいを創出して
いきます。
　

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

Ⅰ.事業コストの方向性の理由
　都市農地貸借等の農地制度を活用するなど、農にふれあう場としての農業体験の機会を充実できるように努
めていきます。
　農福連携農園では、団体農園区画利用者への新たなやりがい創出を目的とした区画利用団体による加工食品
の製造、販売に向けて、障害者施設と連携協力をしながら検討・実施していきます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由
　区民農園については、適切な運営管理方法の見直しを行っていくとともに、農福連携農園に関しては、事業
者や障害者施設等と連携を図りつつ、事業実施方法の改善を図っていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 勤労福祉会館維持管理 款 03 項 05 目 03 事業 001 整理番号 098

現担当課名 産業振興センター 係名 管理係 連絡先 4112 昨年度 103
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和59年度 分野 02 施策 08 計画事業

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 施設維持管理
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

勤労者、区民等

杉並区立勤労福祉会館条例

杉並区立勤労福祉会館条例施行規則

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○中小企業に働く勤労者、区民等の文化・教養及び福祉の向上を図
る。 ○勤労福祉会館を適切に維持管理する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -
計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -

成
果
指
標

計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -
分類

計画 - - - -
実績 - - - -

達成率 - - - -
分類

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 52,946 56,363 59,521 55,536 58,638 60,882
実績額 42,905 56,131 57,342 55,336 57,524 -
執行率 81.0% 99.6% 96.3% 99.6% 98.1% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 1,744 4,252 3,337 2,660 3,586 3,577
実績額 1,701 4,172 4,076 3,587 3,577 -
執行率 97.5% 98.1% 122.1% 134.8% 99.7% -

上記以外の職員
予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -
執行率 - - - - - -

総事業費
千円

予算額 54,690 60,615 62,858 58,196 62,224 64,459
実績額 44,606 60,303 61,418 58,923 61,101 -

(事業費+人件費) 執行率 81.6% 99.5% 97.7% 101.2% 98.2% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 23 20 20 0 0 71
実績額 23 20 71 0 0 -

① 執行率 100.0% 100.0% 355.0% - - -
国・都からの
補助金 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

② 執行率 - - - - - -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 23 20 20 0 0 71
実績額 23 20 71 0 0 -

(①+②+③) 執行率 100.0% 100.0% 355.0% - - -
差引：
一般財源 千円

予算額 54,667 60,595 62,838 58,196 62,224 64,388
実績額 44,583 60,283 61,347 58,923 61,101 -

(総事業費-特定財源) 執行率 81.6% 99.5% 97.6% 101.2% 98.2% -

特記事項

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 098

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

勤労福祉会館指定管理料 1 所 57,524

その他（ ） 0

取組成果

　利用実績は令和5年度の13,591回から約4％増加して令和6年度は14,090回となりました。指定管理者による
勤労者向け事業として、10月は「西荻足の人間ドック」、11月は「西荻ハンドメイド教室」、1月には「ご近
所クラシック」を実施し、3事業合計で約152名の参加があり、参加者の満足度の平均は96％となりました。参
加者の年齢層を見ると60歳以上の割合が約65％となっており、現役世代の参加割合が少ない状況でした。また
、自主事業の実施や地域の行事等に積極的に参加するなど、指定管理者による施設利用促進に向けた取組を行
いました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　勤労者の文化、教養及び福祉の向上を目的とした勤労者を対象とする事業「西荻　ビールの小話講座」では
、同時に子ども向けのイベントを実施することで、親がゆっくりと講座を受講することができたため大変好評
でした。また、指定管理者の自主事業として、区交流自治体である名寄市アスパラの販売や子ども食堂運営者
と連携した料理教室など新たな事業に取り組んでいます。引き続き、指定管理者の創意工夫を生かした事業を
企画していきます。
　令和2年度に導入した指定管理者制度の契約期間が令和8年3月末で満了するため、現在、プロポーザルを実
施しています。

事業の方向性・改善策
　指定管理者制度を通じて、民間のノウハウを生かした効率的な運営とサービスの向上を図っていきます。
　また、令和6年度の財政援助団体等監査による注意事項を踏まえ、引き続き区と指定管理者の間で月1回の連
絡調整会議の場で月次報告書の内容確認を行うとともに、年2回の履行評価会議において総勘定元帳等により
指定管理者が記入したチェックシートを点検をするなど適切に対応していきます。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 現状維持

Ⅰ.事業コストの方向性の理由 令和7年度末の指定管理期間終了に伴い、次期指定管理者を公募型プロポーザル方式により選定を実施してい
ます。引き続き、自主事業の実施による積極的な収益の確保を推進し効率的な施設運営を行っていきます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 現状維持

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由 勤労者、区民等の文化・教養及び福祉の向上を図る施設として、関係各課及び指定管理者と連携し、適切な維
持管理を行っていきます。



令和7年度 杉並区事務事業評価シート

事務事業名称 就労支援 款 03 項 05 目 04 事業 001 整理番号 099

現担当課名 産業振興センター 係名 就労・経営支援係 連絡先 5347-9077 昨年度 104
電話番号 整理番号

上位施策No・施策名 08 にぎわいと活力を生み出す地域産業の振興 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成24年度 実行計画事業 分野 02 施策 08 計画事業 02 01 02 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和6年度 産業振興センター 事業評価区分 一般
担当課名

令和6年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 根拠法令等

若者を中心とした求職者及び区内事業者

杉並区就労支援センター運営要綱

杉並区と東京労働局及び新宿公共職業安定所が雇用、産業施策等を一体的に実
施するための協定

事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか） 事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○求職者の個々の状況に応じて就労準備相談等の支援を実施し、よ
り多くの求職者が就職に結び付くようにする。
○区内事業所の雇用支援を実施し、区内事業所と求職者とのマッチ
ングを図る。

○求職者に対して就労準備相談、就労支援セミナー、職業相談、職業紹
介、定着相談支援を実施する。
○相談の利用だけでは就職に至らない若者等に対して社会適応力訓練、
就労準備訓練を実施する。
○ハローワークと連携し、就職面接会を実施する。
○区内事業所の特徴や魅力を含む求人情報を求職者に情報提供する。
○インターネット・応募書類作成パソコンコーナー、就職情報コーナー
を運営する。

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
指標名 指標説明 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

活
動
指
標

就労準備相談・心としごとの相談件数 件
計画 2,150 2,150 2,150 2,150
実績 1,294 1,714 1,575 -

達成率 60.2% 79.7% 73.3% -

職業相談件数 件
計画 5,000 5,000 5,000 5,000
実績 6,014 6,203 7,350 -

達成率 120.3% 124.1% 147.0% -

成
果
指
標

就労準備相談者の就職決定件数
件

計画 160 160 160 160
実績 180 176 190 -

達成率 112.5% 110.0% 118.8% -
分類 社会成果（課題）指標

ハローワークでの就職決定件数
件

計画 690 690 690 690
実績 315 369 389 -

達成率 45.7% 53.5% 56.4% -
分類 社会成果（課題）指標

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業費 千円
予算額 93,953 93,740 94,254 95,009 98,032 96,526
実績額 88,149 87,955 90,275 91,062 91,337 -
執行率 93.8% 93.8% 95.8% 95.8% 93.2% -

人
件
費

常勤職員分
(再任用含)

千円

予算額 13,077 12,755 12,515 12,477 12,557 12,834
実績額 12,755 12,515 14,557 12,557 12,834 -
執行率 97.5% 98.1% 116.3% 100.6% 102.2% -

上記以外の職員
予算額 3,080 3,628 3,675 1,839 1,904 4,643
実績額 3,628 3,675 1,839 1,904 2,322 -
執行率 117.8% 101.3% 50.0% 103.5% 122.0% -

総事業費
千円

予算額 110,110 110,123 110,444 109,325 112,493 114,003
実績額 104,532 104,145 106,671 105,523 106,493 -

(事業費+人件費) 執行率 94.9% 94.6% 96.6% 96.5% 94.7% -

財
源

受益者負担分
千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

① 執行率 - - - - - -
国・都からの
補助金 千円

予算額 2,472 2,337 2,686 2,706 2,692 1,978
実績額 1,408 1,369 2,127 2,278 2,718 -

② 執行率 57.0% 58.6% 79.2% 84.2% 101.0% -
その他の
補助金等 千円

予算額 0 0 0 0 0 0
実績額 0 0 0 0 0 -

③ 執行率 - - - - - -

特定財源
千円

予算額 2,472 2,337 2,686 2,706 2,692 1,978
実績額 1,408 1,369 2,127 2,278 2,718 -

(①+②+③) 執行率 57.0% 58.6% 79.2% 84.2% 101.0% -
差引：
一般財源 千円

予算額 107,638 107,786 107,758 106,619 109,801 112,025
実績額 103,124 102,776 104,544 103,245 103,775 -

(総事業費-特定財源) 執行率 95.8% 95.4% 97.0% 96.8% 94.5% -

特記事項

事業費の年度推移
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令和6年度　事業実施状況（Ｄｏ）

整理番号 099

主な取組

内　　容 規模 単位 事業費（千円)

若者就労支援コーナー（すぎＪＯＢ）の運営業務委託 41,822

就労準備訓練及び社会適応力訓練支援事業（すぎトレ）業務委託 27,317

就職相談・面接会の実施 50 回 3,602

就労支援センター維持管理 14,039

その他（ ハローワークコーナー運営ほか ） 4,557

取組成果

　若者就労支援コーナー新規登録者数は853人（令和5年度772人）、就労準備相談・心としごとの相談件数は
延べ1,575件（同1,714件）、就職決定件数は190件（同176件）、ジョブトレーニングコーナー利用登録者数は
73人（同47人）、ハローワークコーナー就職決定件数は389件（同369件）となりました。就労支援センターに
おいて、区内事業者に就職相談・面接ブースの無償提供を行い、延べ22人の参加者のうち1人の就職が決まり
ました。また、就職相談・面接会を50回実施し、延べ136事業所、644人が参加し、123人の就職につながりま
した。さらに、すぎJOB及びすぎトレの専用ホームページを作成し、就労支援事業の案内やイベント情報の周
知の強化に取り組みました。

課題の分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

課題の分析

　若者就労支援コーナーでは、新規登録者数・就職決定数は令和5年度実績を上回りましたが、就労準備相談
・心としごとの相談件数は令和5年度実績を下回りました。就職決定数に対する相談件数の減少は、少ない相
談回数で就職できている傾向を表していますが、支援を必要とされる方の相談件数を上げるためにも、引き続
き、広報やホームページ・ＳＮＳ等の活用による区民への認知度の向上に取り組む必要があります。
　ジョブトレーニングコーナーは、利用登録者が令和5年度に比べて約1.5倍に増加しました。コロナ禍で利用
者が減少した後、令和4年度までは横ばいで推移していましたが、令和5年度から増加傾向にあります。今後も
、訓練内容の充実を図り、その内容の周知に努め、より多くの方に利用されるよう取り組んでいきます。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込み含む）

　若者就労支援コーナーでは、ハローワークや福祉関係機関と連携し、就職前から就職後の定着まで、伴走型
の支援を実施し、令和6年度は令和5年度を上回る190件の就職決定に結び付きました（前年度比24件増）。
　令和7年度上半期は新規登録者数は令和6年度上半期に若干及ばないものの、就職決定者数は令和6年度を上
回っています。
　近年、シニア層の新規登録者数が増加していることから、新たに、シニア層を対象とした就職相談・面接会
を7月に開催したところ、同イベントの開催以来最も多い参加者数（44人）となりました。今後も利用者層を
意識したサービスを充実させ、就労に繋げていきます。

事業の方向性・改善策
　若者就労支援コーナー及びジョブトレーニングコーナーの利用者が昨年度に引き続き増加傾向となっていま
す。特に若者就労支援コーナーでシニア層以上の新規登録者が増えていることから、利用者層を意識した就職
相談会などのイベントを充実させていきます。また、人材が不足している業種が参加できる就職相談会の開催
や、区内に事業所が多いアニメ事業者の参加できる就職相談会なども開催していきます。

令和8年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
　Ⅰ.事業コストの方向性 拡充

Ⅰ.事業コストの方向性の理由
　人材不足が深刻化している建設・物流・福祉職・アニメ業界等の事業者への就労支援を充実するため、職種
に特化した就職相談会を実施とともに、区の求人情報サイト「就職応援ナビすぎなみ」を求職者が使いやすい
ように機能改善を進めていきます。

　Ⅱ.事業の改善の方向性 手段・方法の見直し（改善）

Ⅱ.事業の改善の方向性の理由 　区が就職相談会の実施や区の求人サイトを拡充することで、求職者に対する就労支援の充実を図るとともに
、事業者に対しても人材確保の支援につなげていきます。


